
広
報
い
ず
の
く
に
が

新
し
く
な
り
ま
す
！

四
月
十
五
日
号
で
お
伝
え
し
た
と
お
り
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
十
五
日
号﹇
お
知
ら
せ
版
﹈の
発
行
を
終
了
し
、
一
日
号﹇
冊
子
版
﹈

に
統
一
し
ま
す
。
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『
広
報
い
ず
の
く
に
』の
現
況

現
在
市
で
は
、『
広
報
』
一
日

号（
主
に
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
）

と
十
五
日
号
（
主
に
新
聞
折
り
込

み
で
配
布
）
の
月
二
回
広
報
紙
を

発
行
し
、
皆
さ
ん
に
大
事
な
お
知

ら
せ
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
以
前
か
ら
、「
新
聞
を

と
っ
て
い
な
い
た
め
十
五
日
号
が

届
か
な
い
」「
新
聞
折
込
は
チ
ラ

シ
と
一
緒
で
気
が
つ
か
な
い
」

「
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
の
で

一
日
号
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
結
果

そ
こ
で
、
広
報
一
月
十
五
日
号

と
二
月
一
日
号
に
ハ
ガ
キ
を
差
し

込
み
、
全
読
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
計
二
百

八
十
三
通
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
計
の
結
果
は

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

一
日
号
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｑ
六
・

十
五
日
号
（
新
聞
折
込
）
に
つ
い

て
の
回
答
を
見
る
と
、「
配
布
方

法
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
」「
十

五
日
号
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
わ

か
ら
な
い
」
が
合
わ
せ
て
五
割
近

く
を
占
め
、
多
く
の
一
日
号
読
者

の
皆
さ
ん
が
、
十
五
日
号
（
新
聞

折
込
）
に
不
都
合
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
双

方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｑ
七
か
ら
、

過
半
数
の
皆
さ
ん
が
「
月
一
回
発

行
し
て
内
容
を
充
実
」
し
た
『
広

報
い
ず
の
く
に
』
の
発
行
を
望
ん

で
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

十
五
日
号
の
発
行
を
終
了

『
広
報
い
ず
の
く
に
』
は
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
市
の
大
事
な

お
知
ら
せ
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
一
方
、
市
の
財
政
状
況
か
ら

も
無
駄
の
な
い
、
最
も
効
果
的
な

配
布
方
法
を
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
新
聞
を
購
読
す
る
世
帯

が
全
国
的
な
減
少
傾
向
に
あ
る
現

在
（
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
調

べ
）、『
新
聞
折
込
』
と
い
う
配
布

方
法
を
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
誕
生
以
来
、
月
二

回
『
広
報
い
ず
の
く
に
』
を
発
行

し
て
き
た
の
は
、「
合
併
に
よ
る

行
政
区
域
の
広
が
り
や
情
報
不
足

に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、『
新
聞
折
込
』
で

素
早
く
情
報
を
伝
え
て
い
こ
う
」

と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
合
併
か
ら
三
年
が

経
ち
、
皆
さ
ん
に
伝
え
る
情
報
も

整
理
さ
れ
て
き
た
今
、『
新
聞
折

込
』
で
の
情
報
提
供
も
、
そ
の
役

割
を
終
え
た
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
し
、

市
で
は
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』

十
五
日
号
（
新
聞
折
込
）
を
、
次

の
五
月
十
五
日
号
で
最
終
号
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

『
広
報
い
ず
の
く
に
』
は
、
六

月
か
ら
一
日
号
に
統
一
し
て
月
一

回
発
行
し
、
自
治
会
経
由
の
回
覧

な
ど
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

（左）
広報いずのくに
２月１日号
アンケート結果

（右）
広報いずのくに
１月１５日号
アンケート結果

回答数：９６通 回答数：１８７通

アンケートで寄せられた自由意見（抜粋）
１日号について

支所置きの部数が少なすぎる、行ってもないことが多

い。市になってから郵便局や図書館などで入手してい

る。１日号も新聞折込にしてほしい。 自治会の代表

者や会費を教えてほしい。アパートで自治会未加入の

ため配布されない、税金を納めているのにおかしい。

組へ入れない老人のために配布方法を変えてほしい。

自宅へ個別郵送する。自治会経由配布と希望者有料に

て送付を併用するのがよい。 大家・仲介業者が入居者

に自治会加入を勧める、加入しなければ広報は配布さ

れない事を告知する。 組長の意思で配布が遅れるの

は困る、配布日を徹底して（同様多数）。自治会経
由は組長の負担になっているようなので、希望者だけ

は今までどおりで、いらない世帯は公共施設等で必要

なときだけもらうようにする。毎月ためておいて年末

に捨てるとき、紙がもったいない。他の機関紙も数多

く配布されるため、現在と同じ自治会経由の配布を月

１回行い、経費を削減させればよい。

広報紙全体について

今後も広報は紙で発行すべき、ホームページは年配者や

パソコンのない家庭には無理（同様多数）。自治会経由
は遅れるのでお知らせの日程が終わっていることも
（同様数件）。月２回新聞折込で即時性を高める。新聞未

購読、自治会未加入の家にも配布を。月２回Ａ４版を郵

便で各家庭に配達する。現在の配布方法は工夫されてい

て変更の必要なし、公共施設にも置いてあるので「その気」

になれば手に入る。あちこちに置いてほしい（同様数件）。

市役所や図書館に置かれているがＰＲ不足で知らない
人も多い。 全戸配布するための配布ボランティアを募集

しては。経費削減のためＡ４版冊子の月１回発行
に（同様多数）。全戸配布が財政的に厳しければ各庁舎に

常に置き、希望者が取りに行く。 自治会加入、新聞購読

等はすべて自己責任、広報を手にする工夫は自分ですべ

き、行政は少数派の意見に右往左往せず毅然とした態度

を取るべし。カラー必要なし。旧町時代も不自由はなか

った、月１回発行でよい。

１５日号について

新聞未購読の家に配布されないのは不公平
（同様多数）。全戸に郵送、納税者への配布は

役所の義務である。１日号と同じ配布方法に

変えた方がよい。新聞を取っていないのは個

人の問題で市が関知するところではない。函

南町民だが新聞折込でいつも届いてもったい

ない。わが家は伊豆市の新聞販売店が配達す

るため折込が入らない。新聞折込はチラ
シと混ざって見落としてしまうのでいつ
も気をつかっている（同様多数）。１５日号も自

治会経由の回覧等で配布してほしい（同様数

件）。コストが安いなら自治会経由で、未加入

の家には市が届ける。毎回読むが１５日号で知

らせなければならないほどの記事はない、１

日号一本でよい。１５日号はあまり読むところ

がなく必要ない、経費の無駄、廃止して１
日号を充実させるべき（同様多数）。

問合せ 秘書広報課
電話０５５‐９４８‐１４３１

計２８３通の貴重なご意見、
ありがとうございました。

読者の皆さんへ


